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幼
児
期
は
運
動
神
経
が
形
成
さ
れ

る
最
も
大
切
な
時
期
で
す
。
こ
の
大

切
な
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き

を
、
跳
び
箱
、
マ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
、
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

9
月
17
日
か
ら
毎
週
水
曜

日
（
全
10
回
）

午
後
5
時
～
6
時

■
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

■
講
師　

水
口 

朋
巳
さ
ん

　
　
　

吉
野 

慎
也
さ
ん

■
対
象　

年
中
児
・
年
長
児

■
募
集
人
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
、
０
０
０
円

（
別
途
保
険
料
５
０
０
円
）

■
申
し
込
み　

8
月
28
日
（
木
）
午

前
8
時
30
分
か
ら
穂
高
会
館
内

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
窓
口
で
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
と

保
険
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。
電
話
で
の
お
申
し

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
会
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
（
82・５
９
７
０ 

82・３
９
９
０
）
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好
評
の
「
夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
多
彩
な
分
野

か
ら
素
晴
ら
し
い
講
師
を
お
招
き
し

ま
す
。
夕
涼
み
を
兼
ね
て
、
お
気
軽

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容

▼
第
１
回　

8
月
28
日
（
木
）

「
山
里
に
生
き
る
大
鹿
歌
舞
伎
」

講
師　

北
村 

尚
幸
さ
ん

（
大
鹿
村
教
育
委
員
会
・
歌
舞
伎

　
保
存
会
事
務
局
）

▼
第
２
回　

8
月
29
日
（
金
）

「
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
の
魅
力　

～
ス

ロ
ー
フ
ォ
ト
で
癒い
や

さ
れ
よ
う
～
」

講
師　

林 

敏
弘
さ
ん

（
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
芸
術
学
会
理
事
）

▼
第
３
回　

9
月
３
日
（
水
）

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
（
植
物
画
）

の
楽
し
み
」

講
師　

山
田 

恭
子
さ
ん

（
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

▼
第
４
回　

9
月
5
日
（
金
）

「
ワ
イ
ン
と
楽
し
む
素す
て
き敵
な
生
活
」

講
師　

森 

勤
さ
ん

（
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
安
曇
野

シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
）

※
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
あ
り
ま
す
の
で

乗
り
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
各
回
共
通
）

■
時
間　

午
後
7
時
～
9
時

■
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

■
定
員　

１
０
０
人

■
入
場
料　

無
料

問
豊
科
公
民
館

　
（
72・２
１
５
８ 

73・６
４
０
１
）

穂
高
会
館

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室

　

第
６
回
と
な
る
今
回
は
、
室
山
で

秋
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
秋
の
風

を
感
じ
な
が
ら
身
近
な
自
然
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

9
月
20
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

室
山
（
三
郷
小
倉
）
～

田
淵
行
男
記
念
館 

※
集
合
は
室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
入
口

駐
車
場
（
リ
フ
ト
下
）

■
内
容　

室
山
近
辺
を
散
策
し
な
が

ら
地
元
の
秋
の
植
物
を
観
察
す
る

■
講
師　

飯
沼 

冬
彦
さ
ん

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

４
０
０
円

（
受
講
料
、入
館
料
、保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み　

9
月
2
日
（
火
）
～

15
日
（
月
）
ま
で
に
、
受
講
料
を

添
え
て
田
淵
行
男
記
念
館
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
田
淵
行
男
記
念
館

（

 

72
・
９
９
６
４
）

　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友

の
会
で
は
、設
立
５
周
年
を
記
念
し
、

安
曇
野
市
穂
高
出
身
の
上
松
美
香
さ

ん
を
お
招
き
し
て
ア
ル
パ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
開
演
前
に
は
抹

茶
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
初

秋
の
一
夜
を
美
術
館
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

9
月
14
日
（
日
）

午
後
6
時
30
分
～
8
時

■
場
所　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美

術
館　

主
屋

■
定
員　

２
０
０
人
（
会
員
を
優
先

し
、
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
入
場
料　

無
料（
展
示
室
は
有
料
）

■
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
人

数
（
１
通
に
つ
き
４
人
以
内
）
を

明
記
し
て
、
次
の
あ
て
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
３
９
９
‐
８
３
０
２

安
曇
野
市
穂
高
北
穂
高
４
０
８
‐
１

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友

の
会
事
務
局

■
締
め
切
り　

9
月
1
日（
月
）必
着

問
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

友
の
会
事
務
局
（
美
術
館
内
）

　
（
81・３
０
３
０ 

82・０
５
５
１
）

　

現
在
の
日
本
列
島
は
ど
う
や
っ
て

形
作
ら
れ
た
の
か
？
安
曇
族
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
？
糸
魚
川
‐

静
岡
構
造
線
断
層
露
頭
、
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
安
曇
族
が

求
め
た
と
い
う
説
も
あ
る
日
本
古
来

の
宝
玉
の
産
地
ヒ
ス
イ
峡
な
ど
を
訪

れ
て
列
島
の
成
り
立
ち
や
安
曇
族
の

ル
ー
ツ
を
考
察
し
ま
す
。

■
日
時　

9
月
17
日
（
水
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時
30
分
こ
ろ

■
集
合　

三
郷
公
民
館

■
講
師　

木
船 

清
さ
ん

■
定
員　

20
人

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

１
人
７
０
０
円
程
度

（
入
館
料
な
ど　

当
日
集
め
ま
す
）

■
服
装　

帽
子
、
運
動
靴

■
持
ち
物　

昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

具
・
雨
具
、
保
険
証
（
写
）

■
申
し
込
み　

８
月
29
日（
金
）ま
で

に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
三
郷
公
民
館

　
（
77・２
１
０
９ 

76・３
０
７
７
）
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豊
科
公
民
館

夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友
の
会

上
松
美
香
ア
ル
パ
の
夕
べ

三
郷
公
民
館

秋
の
自
然
観
察
会

大鹿歌舞伎（写真：大鹿村教育委員会提供）

上松美香さん


